
8. 地域貢献・連携活動 

(1) 大学行事、エクステンション事業の状況 

① 主な活動項目 

 イ 公益学部 

令和 3年 4月 8日(木)  4年生ガイダンス 

 4月 9日(金)  2､3年生ガイダンス 

 4月 12日(月)  入学式 
 

 1年生ガイダンス(～4月 15日) 

 4月 16日(金)  S1クォーター開始 

5月 16日(日)  春のオープンキャンパス(第 1回)開催 

5月 26日(水)  SAKATA Tech Night #2101「スーパームーンの皆既月食観察会」 

 6月 4日(金)  S1クォーター定期試験開始(～6月 10日) 

7日(土)  ジュニアドクター鳥海塾 開塾式 

16日(水)  S2クォーター開始 

20日(日)  春のオープンキャンパス(第 2回)開催 

7月 9日(金)  高校教員向け 大学説明会 開催 

18日(日)  夏のオープンキャンパス(第 1回)開催 

26日(月)  公益教養プログラム FORUM21 

「コロナ対策と国際法－クルーズ船の受け入れに関わる法のあれこれ」 

 8月 2日(月)  S2クォーター定期試験(～8月 6日) 

     7日(土)  ジュニアドクター鳥海塾 開塾式 

     8日(日)  夏のオープンキャンパス(第 2回)開催 

     10日(火)  夏季休業期間開始(～9月 27日) 
 

 集中講義開始(～8月 20日) 

 9月 3日(金)  3年生保護者を対象とした保護者就職懇談会の開催 

(オンデマンド方式:視聴期間～10月 31日）  

 SAKATA Tech Night #2102 

「Raspberry Pi 4で作る最小構成 Linuxシステム」 

24日(金)  春学期卒業証書授与式 

 26日(日)  秋のオープンキャンパス(第 1回)開催 

       28日(火)  S2クォーターガイダンス(1､2年)  
 ゼミ選択ガイダンス 

       29日(水)  S2クォーターガイダンス(3､4年) 

30日(木)  A1クォーター授業開始 

    10月 16日(土)  ジュニアドクター鳥海塾 中間成果発表会 

    17日(日)  公翔祭 
 

 秋のオープンキャンパス(第 2回)開催 

23日(土)  総合型選抜→合格発表 11月 1日  
 ギャップイヤー選抜 →合格発表 11月 1日 



令和 3年 11月 6日(土) 
 
公益教養プログラム FORUM21 

「子どもと家庭の支援を考えよう－保育の現場から地域へ－」 

12日(金) 
 
サービスラーニング事業 

「スタイルストに聞く！魅力的な写真の撮り方講座」 

     16日(火)  A1クォーター定期試験開始(～11月 22日) 

     19日(金)  SAKATA Tech Night #2103「部分月食観察会」 

21日(土)  指定校制推薦選抜→合格発表 12月 3日 

  学校推薦型選抜(A日程)→合格発表 12月 3日 

24日(水)  コース選択ガイダンス 

  メディア情報コース学生と市内 IT関連企業等との交流事業 
 

 庄内地域における若者の定着に向けた産学連携事業 

「地元企業見学会」（庄内地区商工会広域連携協議会との共催） 

25日(木)  A2クォーター開始 

12月 11日(土) 
 
公益教養プログラム FORUM21 

「発展途上国地方の社会経済発展にむけた政治・行政－親分子分 

関係から本人代理人関係へ－」 
15日(水)  公益教養プログラム FORUM21 

「陰謀論ってナニ？－デマやフェイクニュースにだまされない－」 

18日(土)  学校推薦型選抜(B日程)→合格発表 12月 24 日  
 編入学選抜(A日程)→合格発表 12月 24日 

 
 留学生、帰国生選抜→合格発表 12月 24日 

     25日(土)  冬季休業期間開始(～1月 7日) 
 

 
SAKATA Tech Night #2104 

「MediaPipeで顔認識 AIカメラを作る + 3D プリンタとサーボ 

モータでロボットアームを作る」 

令和 4年 1月 6日(木)  卒業論文提出期間(～1月 13日 ※平日のみ) 

12日(水)  公益教養プログラム FORUM21 

「ネット時代におけるテレビのありかた」 

15日(土)  大学入学共通テスト 1日目 

 16日(日)  大学入学共通テスト 2日目 
 

 大学入学共通テスト利用選抜(A日程)→合格発表 2月 14日 
 

 大学入学共通テスト利用選抜(B日程)→合格発表 3月 11日 
 

 大学入学共通テスト利用選抜(C日程)→合格発表  3月 25日 

25日(火)  A2クォーター定期試験開始(～1月 31日) 

2月 1日(月)  春季休業期間開始(～4月 6日) 
 

 集中講義開始(～2月 10日) 

4日(金)  一般選抜(A日程)→合格発表 2月 14日 

5日(土)  ジュニアドクター鳥海塾 最終成果発表会 

  ジュニアドクター鳥海塾 外部評価委員会 

12日(土)  ジュニアドクター鳥海塾 閉塾式  
 合同企業説明会(学内ガイダンス in公益大）～2月 18日 



令和 4年 2月 18日(金)  SAKATA Tech Night #2105 「ライブ動画配信システムの構築」 

24日(木) 
 
共創カフェ 

「若者が発信する「海ごみゼロ」の文化～中高大生による“私たちの取

り組みと提案”～」 
25日(金)  SAKATA Tech Night #2106 

「Raspberry Pi 4で作る Webリモコンカメラ」 

3月 4日(金)  一般選抜(B日程)→合格発表 3月 11日  
 編入学選抜(B日程)→合格発表 3月 11日 

 
 社会人選抜→合格発表 3月 11日 

10日(木)  ビジネスマッチ東北 2022春 出展 

18日(金)  一般選抜(C日程)→合格発表 3月 25日 

      26日(土)  卒業式 

      27日(日)  新学期前のプレオープンキャンパス開催 

 

ロ 公益学研究科 

令和 3年 4月 10日(土)  大学院オープンキャンパス 2021 vo.1 

12日(月)  入学式・新入生ガイダンス（令和 3年度春学期入学者） 

13日(火)  春学期授業開始（ハイフレックス） 

  春学期履修登録受付（～4月 20日） 

24日(土)  公開講座「共創の技法」第 1講（ハイフレックス） 

6月 5日(土)  公開講座「共創の技法」第 2講 

13日(土)  東北公益文科大学 慶應義塾大学 共催  

鶴岡タウンキャンパス「キャンパス de健幸体験」(～6月 14日) 

18日(金)  

令和 3年度教育相談員等連絡協議会 教育相談員・ 

スクールソーシャルワーカー等合同研修会（対面/ハイフレックス） 

庄内教育事務所主催・東北公益文科大学大学院共催 

(庄内開発協議会：令和 3年度公益のふるさとづくり活動補助事業） 

7月 10日(土)  院生研究報告会 

  大学院オープンキャンパス 2021 vo.2 

17日(土)  公開講座「共創の技法」第 3講 

31日(土)  公開講座「共創の技法」第 4講 

8月 5日(木)  夏季休業期間開始（～9月 26日） 

  春学期集中講義（～8月 29日／一部の科目はオンライン） 

9日(月)  オンラインセミナー「エネルギーがつなぐ環日本海経済圏とユーラシア」

（庄内開発協議会：令和 3年度公益のふるさとづくり活動補助事業） 

8月 27日(金)  令和 4年度大学院改革に向けたステークホルダー・ワークショップ 

9月 23日(木)  公開講座「共創の技法」第 5講① 

25日(土)  公開講座「共創の技法」第 5講② 

27日(月)  秋学期授業開始（感染症の状況により一部オンラインにて実施） 

  秋学期履修登録受付（～10月 2日） 

  公開講座「公益学総論」第 1講 



令和 3年 9月 29日(火)  公開講座「合意形成・コーディネーション論」第 1講 

10月 2日(土)  公開講座「合意形成・コーディネーション論」第 2講 

  3日(日)  公開講座「合意形成・コーディネーション論」第 3講 

  4日(月)  公開講座「公益学総論」第 2講 

9日(土)  大学院入学検討者対象「研究計画書の書き方」（オンライン） 

15日(金)  公開講座「共創の技法」ふりかえりワークショップ及び 

令和 3年度地域共創コーディネーター養成プログラム修了式 

25日(月)  公開講座「公益学総論」第 3講（ハイフレックス） 

11月 1日(月)  公益と SDGs連続講座 第 1回 

「公益と SDGs・庄内と SDGs」（ハイフレックス） 

8日(月)  公開講座「公益学総論」第 4講 

13日(土)  院生研究報告会 

  大学院オープンキャンパス 2021 vo.3 

22日(月)  公開講座「公益学総論」第 5講 

27日(土)  公開講座「合意形成・コーディネーション論」第 4講 

29日(月)  学内特別選抜試験（合格発表 12月 3日） 

  公益と SDGs連続講座 第 2回 

「貧しさとは～世界と日本の視点から～」（ハイフレックス） 

12月  5日(日) 

 

スクールソーシャルワークシンポジウム 

「山形の子どもたちのためにスクールソーシャルワーカーと 

ともに考える～スクールソーシャルワーカーの役割、周知と連携～」 

（ハイフレックス） 

（庄内開発協議会：令和 3年度公益のふるさとづくり活動補助事業） 

  6日(月)  公開講座「公益学総論」第 6講 

12日(日)  
「知の拠点庄内」シンポジウム（第 11回） 

「Life×Science 2030 庄内 Vision―科学の力、知の力で変えていく、 

これからの社会、教育、環境―」（オンライン） 

13日(月)  公益と SDGs連続講座 第 3回 

「権利とは～子どもと女性～」（ハイフレックス） 

18日(土)  公開講座「合意形成・コーディネーション論」第 5講 

20日(月)  公開講座「公益学総論」第 7講 

令和 4年 1月 13日(木)  大学院カリキュラム改革記者発表 

17日(月)  公開講座「公益学総論」第 8講 

18日(火)  令和 4年度 大学院改革説明会（オンライン／修了生・在学生対象） 

25日(火)  令和 4年度 大学院改革説明会（オンライン／一般の方対象） 

2月 2日(水)  春季休業期間（～4月 10日） 

  秋学期集中講義（～2月 18日） 

11日(金)  令和 3年度修士課程研究成果報告会（オンライン開催） 

27日(日)  社会人選抜試験、社会人特別選抜試験（令和 4 年度春学期入学/ 

合格発表 3月 11日） 

3月 26日(土)  学位授与式（令和 3年度秋学期修了者） 

※ オンライン…全員がオンラインにて参加  

ハイフレックス…参加者が対面またはオンラインのいずれかを選択して参加 



② 市民交流の主な実績 

 

 

参加人数等 
内   容 今年度実績 (前年度実績) 

図書館利用者、 

貸出冊数 

13,331人 

5,173冊 

(16,243人) 
(4,888冊) 

学生、教職員を除く一般市民の利用者 

図書館（酒田）3,103 人、2,481冊 

致道ライブラリー(鶴岡)10,228人、2,692冊 

※利用者全体 

図書館（酒田）20,640人、12,445冊 

致道ライブラリー(鶴岡)11,114人、3,691冊 

(前年度：利用者全体 26,086人,貸出 12,334冊) 

カフェテリア 

利用者 

27,691人 (19,130人) 令和 3年度利用者全体人数 

（学生、教職員利用者数）※一般の利用者なし 

市民の施設利用 

 

11件  

905人 

(43件) 

(788人) 

市民団体等に大学施設の貸出 

酒田キャンパス  10件 380人 

(前年度：40件 450人) 

鶴岡キャンパス 1件 525人 

（前年度：3件 338人） 

聴講生等数 13人 8（人） 春学期：8名（延べ 12科目） 

秋学期：5名（延べ 5科目） 
（前年度：春学期 2人、秋学期 6人） 

公開講座の受講者 30回 

679人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(27回) 

(712人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益教養プログラム 5回 242人 

共創カフェ 1回 45人 

SAKATA Tech Night 6回 149人 

（前年度：14回 580人） 

共創の技法 5回 32人 

公益学総論 8回 10人 

オンラインセミナー「エネルギーがつなぐ環日本

海経済圏とユ-ラシア」 1回 26人 

連続講座「公益と SDGs」 3回 138人 

スクール(学校)ソーシャルワーク オンラインシン

ポジウム「これからのスクールソーシャルワーク

を考える」1回 37人 

    （前年度：13回 132人） 

教員による講演 52件 (45件) 学内外における授業以外の講演等 

教員の審議会等へ 

の参画 
69件 (28件) 学外の各種委員就任等 

インターンシップ 

参加 

235人 (261人) 内、社長インターンシップ 0人(前年度：0人） 

 



項   目 
参加人数等 

内   容 
今年度実績 (前年度実績) 

大学祭等の参加者 約 869人 (約 699人) 大学祭  約 150 人（前年度：約 150人） 

オープンキャンパス   

【学部】 671人（前年度：530人） 

第 1回 （ 5/16）  27人（前年度：  53人） 
第 2回 （ 6/20）  57人（前年度：  53人） 
第 3回 （ 7/18）  99人（前年度：  99人） 

第 4回 （ 8/ 8） 249人（前年度： 153人） 

第 5回 （ 9/26）  78人（前年度：  87人） 

第 6回 （10/17）  76人（前年度：  85人） 
第 7回 （ 3/27）  47人（前年度： -） 
いつでもオープンキャンパス  38人 

【大学院】 48人 (前年度：2回 19人） 

第 1回 （ 4/10） 29人 
第 2回 （ 7/10） 10人 

第 3回 （11/13）  9人 

地域行事への参加 0人 0人 酒田まつり  

※ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止 

（前年度：0人） 
その他地域活動への参加 なし（前年度：なし） 

学生のクラブ活動 公認クラブ 

19団体 

 

公認サークル 

22団体 

公認クラブ 
(19団体) 

 
公認サークル 
 (12団体) 

【主な活動実績】 

・硬式野球部：南東北野球秋季リーグ 2位 

・女子サッカー部：東北地域大学女子サッカーリ

ーグ 4位 

・男子バレーボール部：東北バレーボール大学リ

ーグ 1部 4位 

・女子バレーボール部：東北バレーボール大学リ

ーグ 1部 4位 

本学に対する 

寄付件数 

 

102件 

 

(91件) 

 

給付型奨学金基金繰入指定寄附金 

2件（前年度：2件） 

その他寄付金・現物寄附（寄贈本除く）10件 

（前年度：19件） 

寄贈本件数 90件 1,005 冊 

 図書館（酒田）80件 885冊 

 致道ライブラリー（鶴岡）10件 20冊 

（前年度：69件 335冊） 



③ 公開講座 

   イ 学部 

講座名 公益教養プログラム FORUM21 

主催者 地域共創センター 

期 間 令和 3年 7月 26日（月）～令和 4年 1月 12日（水）(全 5講) 

事業費 地域共創センター 

受講料 無料 

概 要 公益教養プログラム FORUM21 

「コロナ対策と国際法－クルーズ船の受け入れに関わる法のあれこれ－」 

公益教養プログラム FORUM21 

「子どもと家庭の支援を考えよう－保育の現場から地域へ－」 

公益教養プログラム FORUM21 

「発展途上国地方の社会経済発展にむけた政治・行政－親分子分関係から

本人代理人関係へ－」 

公益教養プログラム FORUM21 

「陰謀論ってナニ？－デマやフェイクニュースにだまされない－」 

公益教養プログラム FORUM21 

「ネット時代におけるテレビのありかた」 

 

講座名 共創カフェ 

主催者 地域共創センター 

期 間 令和 4年 2月 24日（木）～令和 4年 2月 24日（木）(全 1講) 

事業費 地域共創センター 

受講料 無料 

概 要 共創カフェ 

「若者が発信する「海ごみゼロ」の文化 ～ 中高大生による “私たちの

取り組みと提案 ”～」 

 

講座名 SAKATA Tech Night 

講 師 東北公益文科大学 准教授 山本裕樹、特任講師 三浦彰人 

期 間 令和 3年 5月 26日（水）～令和 4年 2月 25日（金）(全 6講) 

事業費 地域 IT人材等育成事業（酒田市委託） 

受講料 無料 

概 要 SAKATA Tech Night #2101 

「スーパームーンの皆既月食観察会」 

SAKATA Tech Night #2102 

「Raspberry Pi 4で作る最小構成 Linuxシステム」 

SAKATA Tech Night #2103 

「部分月食観察会」 

SAKATA Tech Night #2104 

「MediaPipeで顔認識 AIカメラを作る + 3Dプリンタとサーボモータ

でロボットアームを作る」 

SAKATA Tech Night #2105  

「ライブ動画配信システムの構築」 

SAKATA Tech Night #2106 

「Raspberry Pi 4で作る Webリモコンカメラ」 



ロ 大学院 

講座名 公開講座「共創の技法」 

開催日 令和 3 年 4 月 24 日(土)、6 月 5 日（土）、7 月 17 日（土）、7 月 31 日

（土）、9月 23日(木)もしくは 25日（土）（全 15コマ、5日間） 

講 師 武田真理子教授、加留部貴行氏(日本ファシリテーション協会フェロー、

九州大学大学院統合新領域学府客員准教授)、栗原穂子氏(NPO 法人ぼらん

たす) 

受講料 30,000円（第 1講については限定受講回として 3,000 円） 

会 場 東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホールまたはオンライン 

(ハイフレックス) 

概 要 地域課題の解決に向けた事業（ワークショップ）の企画・立案、準備・運

営、評価（ふりかえり）の一連の過程を実際に体験し、地域づくりにおけ

る協働・共創のスキルの一つであるファシリテーションを、ワークショッ

プ、グループワークにより、実践的に学ぶ。「地域共創コーディネーター

養成プログラム」の中にファシリテーション研修として本講座が組み込ま

れている。 

参加者 32名（うち院生 7名） 

 

講座名 オンラインセミナー エネルギーがつなぐ環日本海経済圏とユーラシア 

開催日 令和 3年 8月 9日（月・祝） 

講 師 山本武彦氏（早稲田大学名誉教授・北東アジアエネルギー安全保障ネット

ワーク代表）、宮脇昇氏（立命館大学 政策科学部 教授）、丸岡泰氏（石巻

専修大学 経営学部 教授）、稲垣文昭氏（秋田大学大学院 国際資源学研究

科 講師）、玉井良尚氏（岡山理科大学 非常勤講師・北東アジアエネルギ

ー安全保障ネットワーク理事）、玉井雅隆准教授 

受講料 無料 

会 場 オンライン 

概 要 エネルギーに関する諸問題を環日本海経済圏と庄内地域に焦点を当て、受

講生の皆さんと一緒に考える内容となっている。 

参加者 26名 

 

 

講座名 公開講座「公益学総論」 

開催日 令和 3 年 9 月 27 日（月）、10 月 4 日（月）、10 月 25 日（月）、11 月 8 日

（月）、11 月 22 日（月）、12 月 6 日（月）、12 月 20 日（月）、令和 4 年 1

月 17日（月）（全 15コマ、8日間） 

講 師 石原俊彦氏（関西学院大学専門職大学院 経営戦略研究科 教授）、青木孝

弘氏（宮城大学 事業構想学群 准教授）、武田真理子教授、小野英一教

授、広瀬雄二教授、玉井雅隆准教授、鎌田剛准教授 

受講料 30,000円（第 3講についてはオンライン限定受講回として 3,000円） 

会 場 東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホールまたはオンライン 

（ハイフレックス） 

概 要 7 名の講師がオムニバス形式で様々な分野における「公益」について講義

し、これまでの公益学研究の展開と公益概念に対する理解を深めた上で、

実社会における公益のあり方を議論する。 

参加者 10名（うち院生 5名）、研究生 1名 

 



 

講座名 公開講座「合意形成・コーディネーション論」 

開催日 令和 3 年 9 月 29 日（水）、10 月 2 日（土）、10 月 3 日（日）、11 月 27 日

（土）、12月 18日（土）（全 15コマ、5日間） 

講 師 加留部貴行氏（日本ファシリテーション協会フェロー、九州大学大学院統

合新領域学府客員准教授）、武田真理子教授 

受講料 30,000円 

会 場 東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホール 

概 要 合意形成及びコーディネーションに関する理論を学び、その上で庄内地域

及び全国の地域課題解決の現場におけるコーディネーションの実際とその

技術、実践方法をケース・スタディを通して学修する。 

参加者 3名（うち院生 3名） 

 

講座名 公益と SDGs連続講座（全 3 回） 

開催日 令和 3年 11月 1日（月）、11月 29日（月）、12月 13日（月） 

講 師 梅津光弘氏（慶応義塾大学商学部教授）、伊藤眞知子氏（東北公益文科大

学名誉教授）、澤邉みさ子教授、東江日出郎准教授、灰谷和代准教授、バ

ンティング ティモシー特任助教 

コーディネーター：玉井雅隆准教授 

受講料 無料 

会 場 東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホールまたはオンライン 

（ハイフレックス） 

概 要 SDGsとは何か、各目標について、本学教員など専門家の立場で説明する。 

参加者 138名 

 

講座名 スクールソーシャルワーク オンラインシンポジウム 

「山形の子どもたちのためにスクールソーシャルワーカーとともに考える

～スクールソーシャルワーカーの役割、周知と連携～」 

開催日 令和 3年 12月 5日（日） 

講 師 ＜基調講演＞ 

演者：牧野晶哲氏（白梅学園大学 子ども学部家族・地域支援学科准教

授、本学大学院 非常勤講師） 

＜シンポジウム＞ 

コーディネーター：牧野晶哲氏 

シンポジスト：千葉一成氏(村山教育事務所エリア・スクールソーシャ

ルワーカー)､木津美加子氏（鶴岡市教育委員会スクールソーシャルワー

カー）､本間圭太郎氏(庄内町教育委員会スクールソーシャルワーカー) 

受講料 無料 

会 場 東北公益文科大学 鶴岡キャンパス 大学院ホールまたはオンライン 

（ハイフレックス） 

概要 山形県を中心としてスクールソーシャルワーカーの普及とその専門性を

発揮するための方策ついて考えることを目的とし、牧野晶哲氏（白梅学園

大学 子ども学部家族・地域支援学科 准教授、本学大学院 非常勤講師）

にご講演いただいた。 

 その後、牧野晶哲氏をコーディネーターに、山形県内で実際にスクール

ソーシャルワーカーとして従事している3名をシンポジストとして、シン

ポジウムを行った。 

参加者 37名 



(2) 受託研究・受託事業等 

（受託契約期間が令和 3年度にかかるもの） 

① 受託研究 10件 

事業名 笹川平和財団業務委託（各国の海洋政策に関する調査研究） 

委託者 公益財団法人 笹川平和財団 

研究者 樋口 恵佳 講師 

契約期間 令和 3年 4月 1日～令和 4 年 3月 31日 

契約金額 518,340円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 諸外国の海洋政策に関する調査研究を行い、調査研究成果を発信した。

新たな対象国を含めて、各国の海洋管理法制の状況や海洋環境保全に係る

施策等を整理した。 

 

 

事業名 笹川平和財団業務委託（海洋白書に関する情報収集・整理） 

委託者 公益財団法人 笹川平和財団 

研究者 樋口 恵佳 講師 

契約期間 令和 3年 4月 1日～令和 4 年 3月 31日 

契約金額 518,340円（税込） 

研究目的 

及び概要 

「海洋白書 2022」の第 2 部（世界の動き）の原稿として、次の項目につ

いて 2021 年 1 月～12 月の海洋の国際機関等の動向を収集し、機関別・日

付別に事項を整理した。 

・国際連合（国連：United Nations）及び国連関連機関・国連海洋法条約 

・条約機関等 ・地域漁業管理機関等 ・アジア・大洋州 ・欧州 

・米州 ・中東・アフリカ ・極域 

 

 

事業名 地域 IT人材等育成事業 

委託者 酒田市 

受託者 東北公益文科大学（地域共創センター） 

実施期間 令和 3年 4月 1日～令和 4 年 2月 28日 

契約金額 9,700,000円 

研究目的 

及び概要 

本学の高度な情報技術を活かした各種講座、研究を通じ、地域で活躍で

きる IT 人材育成をするとともに、若者の地元定住を促進することを目的

とし、令和 2年度より受託している。 

4 つの履修証明プログラム(「データサイエンスに係る講座」、「ビッグデ

ータ解析・活用等にかかる講座」、「ドローン活用等を含む空間情報処理に

可関する講座」、「情報セキュリティに関する講座」)の開講、「ＩＴに関す

る技術やアイディア、課題、疑問などを共有、解決するための誰もが参加

できるイベントの開催」、「公益大メディア情報コース学生と市内ＩＴ関連

企業プログラマー等との交流事業」、「地元高校情報科生徒が公益大メディ

ア情報コースを体験するプログラム」、「公益大生がＩＴを活用して地域課

題解決に取り組むプログラム」、「公益大による IT を活用した地図コンテ

ンツ作成」の 9事業を展開した。 

 



事業名 
鳥海山・飛島ジオパークのユネスコ世界ジオパークへの加盟認定に向けた

連携事業 

委託者 鳥海山・飛島ジオパーク推進協議会 

研究者 新名 阿津子 教授 

契約期間 令和 3年 4月 1日～令和 4 年 3月 31日 

契約金額 300,000 円（税込）【後日変更】2,219,502 円（税込み） /活動費：

1,117,729円、間接経費：900,000円、消費税：201,773円 

研究目的 

及び概要 

鳥海山・飛島ジオパークのユネスコ世界ジオパークの加盟認定に向けた

会議、連携事業を実施する。ジオパーク研修会や専門員・研究員の研修交

流会、ネットワーク活動の実施、鳥海山・飛島ジオパークの認知やニーズ

に関する調査 
 

 

事業名 遊佐町総合発展計画 後期基本計画策定支援業務 

委託者 遊佐町 

研究者 公共経営研究所 

契約期間 令和 3年 5月 20日～令和 4年 2月 28日 

契約金額 968,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 遊佐町の地域課題の総合的解決と魅力あふれるまちづくりを実現するた

め、めざすべき将来の方向を示した総合計画の、町民ニーズや情勢の変化

を踏まえた後期 5年間の基本計画の策定支援。 
 

 

事業名 庄内地域転入超過「強み」分析に関する調査研究業務 

委託者 庄内支庁 

研究者 三木 潤一 教授 

契約期間 令和 3年 5月 20日～令和 4年 3月 31日 

契約金額 593,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 庄内地域の転入超過の実態を分析し、転入要因を調査分析することで、

地域の転入傾向（「強み」）を探り、UIJ ターン促進に向けた効果的な移住

支援施策の検討につなげる。 

 

事業名 ボランティアコーディネーション力 3級検定業務 

委託者 酒田市社会福祉協議会（酒田市ボランティア・公益活動センター） 

受託者 東北公益文科大学（地域共創センター） 

実施期間 令和 3年 6月 30日～令和 4年 3月 31日 

契約金額 300,000円 

概要 平成 27 年度より「地域共創コーディネーター養成プログラム」の「コ

ーディネーション研修」として認定特定非営利活動法人日本ボランティア

コーディネーター協会共催の「ボランティアコーディネーション力 3 級検

定」を開講している。 

令和 3 年度も酒田市社会福祉協議会より「ボランティアコーディネーシ

ョン力 3 級検定業務」を受託した。チラシ配布、新聞記事、酒田市社会福

祉協議会広報誌、大学ホームページへの記事掲載等の方法で一般参加者を

募集した結果、申込者は 31 名であった。検定受験者は 29 名（2 名欠席）、

検定合格者は 20名であった。 



 

講座名 
ジュニアドクター鳥海塾「鳥海山の頂から世界をめざせ！地域の未来を情

報技術で切り拓くジュニアドクター育成塾」 

委託者 国立研究開発法人科学技術振興機構 

研究者 公益ジュニアドクターセンター 

期 間 令和 3年 8月 7日（土）～令和 4年 2月 12日（日）(全 21講) 

事業費 国立研究開発法人科学技術振興機構（JST） 

受講料 無料 

会 場 東北公益文科大学 酒田キャンパス内 またはオンライン 

研究目的 

及び概要 

国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)の次世代人材育成事業 令和 3

年度「ジュニアドクター育成塾」事業の採択を受けて、「公益ジュニアド

クター（JD）センター」を「地域共創センター」に併設。JD センター長を

広瀬教授として、吉村学事顧問(共創センター長)がアドバイザーとして連

携して事業を進めている。(令和 3年～7年度までの 5 か年事業) 

庄内エリアを中心とした山形県内の小学 5 年生～中学 3 年生を募集し、

40 名の受講生を得て、全 20 回にわたる講座を実施した。鳥海塾の実施を

通して、「地域の人・自然・社会・歴史的財産の価値を見出し、新しい情

報技術との橋渡しのできる人材」を育成した。 

 

 

事業名 令和 3年度酒田市観光に関する調査研究業務 

委託者 酒田市 

研究者 公共経営研究所 

契約期間 令和 3年 9月 14日～令和 4年 3月 25日 

契約金額 400,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 過年度から引き続き、酒田市の観光産業に関する市場に焦点を当て、酒

田市民所得の向上につながる地域振興政策を提言することを目的とし、酒

田市を訪れる観光客に対するアンケート調査を新たな方法や内容を変更し

て実施する。その結果、酒田市においてどのような政策介入が観光産業に

資するかについて検討する。           
 

 

事業名 市民アンケート調査分析等業務委託 

委託者 酒田市 

研究者 三木 潤一 教授 

契約期間 令和 3年 10月 20日～令和 4年 3月 18日 

契約金額 1,438,543円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 酒田市次期総合計画（後期計画）及びシティプロモーション戦略の策定

に当たり、市民の意見を広く聴くため、アンケート調査等を実施するもの

です。 

 

 

 

 

 



② 補助事業 4件 

事業名 東北公益文科大学地域課題解決事業 

補助金 

交付者 
鶴岡市 

事業期間 令和 3年 4月 1日～令和 4 年 3月 31日 

補助金額 1,000,000円（税込み） 事業総額 1,029,006円（税込み） 

事業目的 

及び概要 

令和3年度より、「ＳＤＧｓ未来都市」として選定された鶴岡市を中心と

した行政機関、企業、ＮＰＯ、高等教育機関等との協働により、地域の具

体的な課題解決を実現するためのプラットフォームを構築し、新たな大学

院教育プログラムの企画・運営に取り組む。平成27年度より鶴岡市「地域

共創コーディネーター養成プログラム構築事業」によって蓄積をしてきた

ファシリテーション及びコーディネーションの理論と技法、そして人材育

成の実績を活用し、ＳＤＧｓの目標17「パートナーシップで目標を達成し

よう」に掲げられている通り、マルチステークホルダーのパートナーシッ

プの構築とそれに基づく地域課題の解決を実現することを目指した。 

(1)「パートナーシップに基づく地域課題解決のための拠点整備事業」 

プラットフォームの構築 

→鶴岡市朝日中央地区自治振興会にてプラットフォームを構築し、

パートナーシップに基づく地域課題解決が進むことを目指した。 

(2)「パートナーシップに基づく地域課題解決」のための人材育成プログ 

ラムの開発と東北公益文科大学大学院「プロジェクト」科目の開講 

→新型コロナウィルス感染拡大の影響により中止とした 

(3)「パートナーシップに基づく地域課題解決のための拠点」としての 

事業展開 

①公益と SDGs連続講座（全 3回）の企画・運営 

・第 1回「公益と SDGs・庄内と SDGs」 

日時：令和 3（2021）年 11月 1日（月）19時 00分から 20時 45分 

講師：慶應義塾大学商学部 梅津 光弘 教授 

     東北公益文科大学 ﾊﾞﾝﾃｨﾝｸﾞ ﾃｨﾓｼｰ 特任助教 

会場：東北公益文科大学大学院ホール 開催方式：ハイフレックス 

参加人数：44名 

・第 2回「貧しさとは～世界と日本の視点から～」 SDGs：No1,No2 

日時：令和 3（2021）年 11月 29日（月）19時 00分から 20時 45分 

講師：東北公益文科大学 澤邉 みさ子 教授 

     東北公益文科大学 東江 日出郎 准教授 

会場：東北公益文科大学大学院ホール 開催方式：ハイフレックス 

参加人数：43名 

・第 3回「権利とは～子どもと女性～」 SDGs：No3,No4, No5 

日時：令和 3（2021）年 12月 13日（月）19時 00分から 20時 45分 

講師：東北公益文科大学 伊藤 眞知子 名誉教授 

     東北公益文科大学 灰谷 和代 准教授 

会場：東北公益文科大学大学院ホール 

開催方式：ハイフレックス 

参加人数：53名 

 

 

 

 

 



事業名 令和 3年度 公益のふるさとづくり活動補助金 

「地域共創による公益のふるさとづくり推進」事業 

補助金交付者 庄内開発協議会 

委託者 東北公益文科大学（地域共創センター） 

実施期間 令和 3年 6月 2日～令和 4 年 3月 31日 

契約金額 850,000円 

事業目的 

及び概要 

東北公益文科大学では開学以来、学生と教職員が地域をフィールドに研

究、教育と地域貢献活動を実施してきた。その中で、地域共創センター

は、地域と大学を結ぶ窓口として、また、地域と大学の連携活動の活動拠

点としての役割を果たしている。 

令和 3 年度公益のふるさとづくり活動補助事業では、地域創生に向けた

人材育成事業を継続するとともに、これまで同様に本学の地域との協働・

共創活動を実践している各事業を支援することにより、本学の地域共創に

おける公益のふるさとづくり活動がさらに進展するよう取り組んだ。令和

3 年度もコロナ禍において学内外での活動がしづらい状況であったが、そ

の中でできることを模索しながら活動し、「地域創生に向けた人材育成事

業」「FORUM21 実施事業」「共創カフェ事業」｢学生活動支援助成金、まちづ

くりインターンシップ旅費補助金、災害復興・地域防災活動支援助成金｣

「サービスラーニング支援事業」「学生および大学の地域活動等に関する

発信事業」｢地域連携拠点事業｣を実施した。 

「地域創生に向けた人材育成事業」については、本学学生で組織する

「ハタラクカタチプロジェクト」のメンバーが、若者の視点で庄内地域の

企業の魅力や庄内で働くことの魅力を伝えることを目的に 8 社（うち 3 社

は社長）へインタビュー取材を行い、庄内地区商工会広域連携協議会によ

る「庄内企業見学バスツアー」（4社）にも参加し、冊子にまとめた。 

 「公益教養プログラム FORUM21」は教員の企画･運営により 5 回開催、

「共創カフェ」も 1回開催した。 

 

 

事業名 
持続可能でよりよい地域を目指すための SDGs関連シンポジウム 

および研修会の開催 

補助金 

交付者 
庄内開発協議会 

事業期間 令和 3年 6月 18日～令和 4年 3月 31日 

補助金額 200,000円(税込み） 事業総額 458,819円（税込み） 

概要 「SDGs」とは持続可能な開発目標のことであり、平成 27（2015）年 9 月

に国連サミットで採択された国際目標である。山形県内においても、令和

2（2020）年 8 月 6 日に山形県と高等教育機関および新聞社とで SDGs 推進

に向けた共同宣言を行ったり、鶴岡市が令和 2 年度 SDGs 未来都市に申請

して選定されるなど、各機関が持続可能なよりよい地域を目指し、SDGs 達

成に向け取り組んでいる。 

この SDGs の根底には国連の「leave no one behind」というモットーが

あり、すなわち「公益の実現」を目指している。本学はこれまで公益を根

底に、さまざまな専門分野の教員が教育・研究に取り組み、また地域の方

と共に課題解決に取り組んできた。本学ならではの知の集積を活用し、ま

た山形県庄内地域における「知・地の拠点」として、この地域における

SDGsの推進を後押しする。 

 



 令和 3（2021）年度は、新たに「⑦エネルギーをみんなに そしてクリー

ンに」を冠に 8 月 9 日（月・祝）にシンポジウムを開催し、地域のエネル

ギー問題について学び・考える機会を設けた。また、「①貧困をなくそう」

「②飢餓をゼロに」「③すべての人に健康と福祉を」「④質の高い教育をみ

んなに」「⑰パートナーシップで目標を達成しよう」に関して、引き続き

スクール（学校）ソーシャルワークの点から「子どもを取り巻く課題の解

決」に焦点を当て、12 月 5 日（日）にシンポジウムを開催した。さらに、

子どもを取り巻く環境向上に寄与する存在であるスクールソーシャルワー

カーや教育相談員のスキル向上やネットワークづくりを目的として、専門

職種の合同研修会を新たに開催した。 

 なお、令和 2（2020）年度に引き続き、新型コロナウイルス感染防止

のため、会場での受講およびオンラインを活用した開講形式とした。 

 

 

事業名 
地方公共サービスの民間委託におけるホールドアップ問題－生活系ごみ収

集に関する理論的および実証的考察－ 

寄附者 ほくとう総研（北海道東北地域経済総合研究所） 

研究者 三木 潤一 教授 

契約期間 令和 3年 5月 20日～令和 4年 3月 31日 

契約金額 500,000円（税込）（寄付金） 

研究目的 

及び概要 

 生活系ごみ収集サービスの供給において、直営と民間委託についてどの

ような配分が望ましいかを検討する上で重要な材料を提供することを目的

とする。とのように委託料が決まるの会について理論と実証の両面から検

討を行い、生活系ごみ収集サービスに限らず、地方公共サービスの生産主

体の選択に関する指針を提供することを目指す。 

 

 

③ 共同研究 4件 

事業名 地域建設業の事業継承に向けたストラクチャーに関する研究 

委託者 飛島建設株式会社 

研究者 斉藤 徹史 教授 

契約期間 令和 2年 10月 1日～令和 4年 3月 31日 

研究目的 

及び概要 

全国の自治体で行政サービスを民間と協働して実施する PPP の動きが深

化・拡大している。これを実施するに当たり、担い手となる受け皿がなけ

れば行政サービス提供は困難となる。その受け皿の中心には地域の建設業

があるが、従業員の高齢化や担い手不足という事業継承の困難さに直面し

ている。建設業の廃業が進み公民の連携・協働が困難になると住民への影

響が大きいため、地域の PPP 受け皿を継続的に維持するための具体策を考

えることを目的とし研究会を開催し、建設事業者の将来的活躍方法および

地域建設業の事業継承の円滑化を図る方法を検討し提言する。 

 

 

 



事業名 庄内藩主酒井家に関する調査研究 

委託者 株式会社荘内日報 

研究者 門松 秀樹 教授 

契約期間 令和 3年 2月 15日～令和 3年 9月 30日 

契約金額 55,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 
令和 4 年に庄内藩主酒井家が入部して 400 年を迎えるにあたり、酒井家

の入部から明治期に至るまでの歴史を通史的に整理し、分析を行う。 

（R3.3.7～R3.7.18 荘内日報に 10回にわたり掲載された） 

 

事業名 酒田市のコンパクトシティ化の検討 

委託者 株式会社 丸高 

研究者 三木 潤一 教授 

契約期間 令和 3年 3月 1日～令和 5 年 3月 31日（当初令和 4年であったが変更） 

契約金額 605,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 
酒田市の地域ごと一人当たりの行政コストを把握し、コンパクトシティ

化の検討を行う研究において、酒田市資料やアンケート調査結果に基づく

分析について研究打ち合わせを行う。（酒田市へのヒアリング調査、住民

へのアンケート調査が継続中のため、R4年 3月に契約期間を延長した） 

 

事業名 令和 3年度 保育現場における子ども家庭アセスメントシステムの構築 

委託者 社会福祉法人本楯たちばな会 

研究者 灰谷 和代 准教授 

契約期間 令和 3年 7月 1日～令和 4 年 3月 31日 

契約金額 100,000円（税込） 

研究目的 

及び概要 

 児童虐待予防（子ども家庭アセスメント）システムを構築することで、

児童虐待の防止・早期発見・早期対応や他機関・多職種との連携を強化す

ることを目的とする。 

 

 



(3) 協定等の締結状況 

① 学術交流等 

令和 3 年度は、前年度に引き続き他大学等との対面での協議ができないなどの課題があ

ったが、令和 4 年 1 月、カナダの大学としては初めて、リジャイナ大学（サスカチュワン

州リジャイナ市）と学術交流協定を締結した。 

 

学術協定締結状況 

協定締結年 内 容 

平成 18年 県内 9高等教育機関 単位互換包括協定 

平成 21年 テンプル大学ジャパンキャンパス（連携協力） 

関西学院大学大学院経営戦略研究科（学術交流） 

平成 22年 中国黒龍江省 東北林業大学（教育・学術連携基本協定） 

平成 23年 英国 ティーズサイド大学（研究協力） 

平成 24年 秋田大学（連携協力協定） 

平成 27年 鶴岡工業高等専門学校（学術交流・地域貢献） 

中国黒龍江省 佳木斯職業教育集団管理委員会（教育・学術連携基本協

定、留学生派遣受入） 

中国河南省 河南師範大学（学術交流） 

米国 クレイトン大学（学術交流） 

平成 28年 台湾 世新大学（学術交流） 

関西学院大学大学院経営戦略研究科（履修交流） 

平成 29年 米国 オハイオウェズリアン大学（学術交流） 

東北文教大学（連携協力協定） 

中国上海市 上海交通大学（語学研修支援） 

大正大学（連携協力協定） 

平成 30年 米国 セントラルコネチカット州立大学（学術交流、学生等相互派遣） 

ロシア イルクーツク総合大学（学術交流、留学等の相互実施･協力） 

琉球大学国際地域創造学部（教育･研究連携協定） 

令和 2年 中国吉林省 吉林財経大学（学術交流） 

アイルランド コーク大学（語学研修推進） 

中国山東省 山東師範大学（学術交流） 

令和 4年 カナダ リジャイナ大学（学術交流） 

 

 

  ② 産学官連携協定等 

 

協定締結年 内容 

令和 2年 酒田市と NTT データ、NTT 東日本及び東北公益文科大学がデジタル変革推

進に関する連携協定 

令和 3年 庄交コーポレーションとの包括連携協定 

株式会社プロトソリューション(産学官包括連携協定) 

 

  



(4) 各種講演会等への教員の派遣状況 （教授会資料掲載のもの） 

氏名 業務内容等 依頼主、会場 期日 備考 

武田真理子 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

市民協働と公益活動団体協働提

案負担金制度にかかる職員研修

会における基調講演 

酒田市まちづくり課 

酒田市役所 
令和 3 年 4 月 27 日 講師 

あらた介護福祉士実務者養成学

校入学式及び講義 

イデアルファーロ株式会

社代表取締役 

世代交流館あらた 

令和 3 年 6 月 13 日 講師 

令和 3年度庄内南部定住自立圏 

合同研修 
鶴岡市、鶴岡市内 令和 3 年 7 月 30 日 講師 

令和 3年度庄内南部定住自立圏 

合同研修 
鶴岡市、鶴岡市内 令和 3 年 8 月 2 日 講師 

令和 3年度庄内南部定住自立圏 

合同研修 
鶴岡市、鶴岡市内 令和 3 年 8 月 23 日 講師 

令和 3年度庄内南部定住自立圏 

合同研修 
鶴岡市、鶴岡市内 令和 3 年 9 月 28 日 講師 

平和を語り、考え、学ぶ会  

第 22回定例学習会 

平和を語り､考え､学ぶ会
酒田市勤労者福祉センター 

令和 3 年 10月 15日 講師 

地域共生社会についての説明会 

酒田市地域包括支援セン

ターかわみなみ、黒森コ

ミュニティセンター 

令和 3 年 10月 7日 講師 

庄内町第一学区地域運営組織

「18ネットワーク」設立総会 

記念講演 

庄内町第一学区地域運営

組織会、余目第一公民館

ホール 

令和 3 年 11月 3日 講師 

ファシリテーション勉強会 

酒田市地域包括支援セン

ターかわみなみ、黒森 

コミセン 

令和 3 年 10月 25日 講師 

酒田市要保護児童対策地域 

協議会主催研修会 

酒田市健康福祉部子育て

支援課、希望ホール 
令和 3 年 11月 9日 講師 

令和 3年度鶴岡市住民自治組織

合同研修会「つるおかみらい 

フォーラム」 

鶴岡市、鶴岡市役所 令和 3 年 11月 15日 講師 

庄内町民生委員・ 

児童委員定例会 

庄内町民生委員児童委員

協議会､庄内町第四公民館 
令和 3 年 12月 16日 講師 

第 274回 神戸大学 RCUSSオー

プンゼミナール 

神戸大学都市安全研究セ

ンター、オンライン 
令和 3 年 12月 25日 講師 

令和 3年度鶴岡市地域支え合い

研修会 

鶴岡市、鶴岡市総合保健

福祉センター 
令和 4 年 1月 17日 講師 

やましん SDGsセミナー 
山形新聞社、 

公益ホール 
令和 4 年 3月 10日 講師 

小野 敦 酒田市立第四中学校 1学年総合

学習講話 

酒田市立第四中学校、 

同校 
令和 3 年 6月 25日 講師 

温井 亨 山形県ヘリテージマネージャー

養成講習会 

山形県建築士会、 

JA研修所 
令和 3 年 7月 17日 講師 

澤邉みさ子 
あらた介護福祉士実務者養成 

学校講師 

イデアルファーロ株式会

社、イデアルファーロ株

式会社世代交流館 

令和 3 年 6月 13日 講師 

酒田市市議会民生常任委員会 

勉強会 

酒田市市議会民生常任 

委員会、酒田市役所 

第二委員会室 

令和 4 年 2月 10日 講師 



氏名 業務内容等 依頼主、会場 期日 備考 

呉 尚浩 
令和 3年度「主査級研修」 

山形県職員育成セン 

ター、Zoom 
令和 3 年 7月 5日 

 

講師 

山形県立酒田東高等学校国際探

求科校外研修・事前学習会 
酒田東高等学校､同校 令和 3 年 7月 29日 講師 

知の拠点庄内シンポジウム Life

×Science2030庄内 Vision 

「知の拠点庄内」ワークショ

ップ委員会､オンライン 
令和 3 年 12月 12日 講師 

広崎 心 東北亜の福祉ビジネスと産業経

営国際学術会議 

亜東経済国際学会、日本

経済大学大学院 

令和 3年 12月 2日 

～12月 6日 
講師 

斉藤 徹史 
公契約条例学習会 東京都中野区､中野区役所 令和 3 年 9月 5日 講師 

山形県公共工事契約業務連絡協

議会研修会 

山形県県土整備部、 

山形県庁 
令和 3 年 12月 23日 講師 

灰谷 和代 
ボランティアすまいる「子ども

食堂」研修会 

ボランティアすまいる、

庄内町余目第三公民館 
令和 3 年 8月 20日 講師 

門松 秀樹  山形県立新庄南高等学校職員 

研修 

山形県立新庄南高等 

学校、同校 
令和 3 年 6月 29日 講師 

歴史学習会 

アルゴディア研究会・ 

朝日中央コミュニティセ

ンター自治振興会 

令和 4 年 2月 26日 講師 

出張講義「産業社会と人間 主

催者教育講座」 

山形県立高畠高等学校、

オンライン 
令和 4 年 1月 26日 講師 

鶴岡市郷土史講座 
鶴岡市郷土資料館、 

鶴岡市立図書館 
令和 4 年 3月 26日 講師 

新名阿津子  鳥海山・飛島ジオパーク推進協

議会ガイド養成講座 

鳥海山・飛島ジオパーク

推進協議会、遊楽里 
令和 3 年 6月 5日 講師 

四国西予ジオパーク推進協議会

ジオパーク講演会 

四国西予ジオパーク推進

協議会、西予市図書交流

館まなびあん 

令和 3 年 6月 24日 講師 

三陸ジオパークシンポジウム 

岩手県、三陸ジオパーク

推進協議会、釜石市民 

ホール TETTO 

令和 3 年 8月 29日 講師 

島根半島・宍道湖中海ジオパー

ク認定ジオガイドスキルアップ

研修 

島根半島・宍道湖中海

(国引き)ジオパーク推進

協議会 

令和 3 年 7月 17日 講師 

日本ジオパーク委員会基礎 

研修会 

日本ジオパーク委員会、

オンライン 
令和 3 年 7月 15日 講師 

令和 3年度教育事業「子ども地

球探検隊」 

国立花山青少年自然の

家、国立花山青年自然の

家ほか 

令和 3 年 7月 22日 

～7月 25日 
講師 

2021 Unpad Hybrid Summer 

Program (Indonesia) 

Unibersitas adjadjaran 

(Indonesia)､オンライン 
令和 3 年 12月 12日 講師 

樋口 恵佳 

  

  

  

  

  

  

  

SDGs出張授業 
鶴岡市政策企画課、 

羽黒高校 
令和 3 年 6月 3日 講師 

Webner:The potential for 

marine spatial planning (MSP) 

and improve the management of 

exclusive economic zones 

University of 

Liverpool、オンライン 
令和 3 年 10月 13日 

パネ

リス

ト 

山形県立加茂水産高等学校出張

授業 

山形県立加茂水産高等 

学校、同校 
令和 3 年 10月 22日 講師 



氏名 業務内容等 依頼主、会場 期日 備考 

樋口 恵佳 2021-2022年度課題別研修「国

際公法（海洋法と国際紛争の平

和的解決）」Q&A セッション 

神戸大学、オンライン 令和 3 年 12月 10日 講師 

2021-2022年度課題別研修「国

際公法（海洋法と国際紛争の平

和的解決）」Q&A セッション 

神戸大学、オンライン 令和 3 年 12月 13日 講師 

2021-2022年度課題別研修「国

際公法（海洋法と国際紛争の平

和的解決）」Q&A セッション 

神戸大学、オンライン 令和 3 年 12月 14日 講師 

2021-2022年度課題別研修「国

際公法（海洋法と国際紛争の平

和的解決）」Q&A セッション 

神戸大学、オンライン 令和 3 年 12月 16日 講師 

2021-2022年度課題別研修「国

際公法（海洋法と国際紛争の平

和的解決）」Q&A セッション 

神戸大学、オンライン 令和 3 年 12月 17日 講師 

フェック 

エドモンド 

酒田市地域共生国際交流サロン

イギリス DAY 

酒田市地域共生課長、酒

田市国際交流ひろば 
令和 4 年 3月 13日 講師 

渡辺 伸子 酒田っ子はぐくみ事業酒田市立 

第四中学校（2年生向け） 

酒田市教育委員会、酒田

市立第四中学校 
令和 3 年 6月 24日 講師 

庄内地域若者自立支援ネット 

ワーク会議 

庄内総合支庁地域産業経

済課、庄内総合支庁 
令和 3 年 7月 8日 委員 

酒田っ子はぐくみ事業酒田市立

第二中学校（2年生向け） 

酒田市教育委員会、酒田

市立第二中学校 
令和 3 年 9月 15日 講師 

酒田っ子はぐくみ事業酒田市立

第四中学校（1年生向け） 

酒田市教育委員会、酒田

市立第四中学校 
令和 3 年 11月 19日 講師 

佐藤 昭洋 

出張講義：酒田市市街地コミュ

ニティ振興会連絡協議会「研修

交流会」 

酒田市市街地コミュニ 

ティ振興会、ホテルリッ

チ＆ガーデン酒田 

令和 3 年 12月 9日 講師 

 

 

(5) 各種委員等の就任実績         （教授会資料掲載のもの） 

氏名 業務内容等 依頼先 任期 役割 

神田 直弥 山形県立酒田東高等学校 SSH 

運営指導委員 
山形県教育委員会 

令和 3 年 4 月 1 日～ 

令和 4 年 3 月 31 日 
委員 

酒田市総合計画審議会 酒田市 
令和 3 年 8 月 26 日～ 

試問に係る調査及び

審議終了の日まで 

会長 

三木 潤一 
山形県地域協調型洋上風力発電 

研究・検討会議 
山形県 

平成 30年 7月 18 日～ 

（任期の定めなし） 
委員 

  
山形県地域協調型洋上風力発電 

研究・検討会議 
山形県 

平成 30 年 8 月 6 日～ 

（任期の定めなし） 
部会長 

  
山形県地域協調型洋上風力発電 

研究・検討会議 
山形県 

令和 4 年 2 月 10 日～ 

（任期の定めなし） 
部会長 

  

  

鶴岡市上下水道事業経営審議会 鶴岡市 
令和 2 年 10 月 1 日～ 

令和 4 年 9 月 30 日 
副会長 

鶴岡市上下水道事業包括的業務 

委託事業者選定委員会 
鶴岡市 

令和 3 年 4 月 26 日～ 

令和 3 年 10 月 1 日 
委員長 



氏名 業務内容等 依頼先 任期 役割 

三木 潤一 
鶴岡市下水道施設等整備事業評価 

委員会 
鶴岡市 

令和 3 年 8 月 23 日～ 

令和 4 年 3 月 31 日 
委員 

  鶴岡市指定管理者選定委員会 鶴岡市 
令和 3 年 10月 25 日～ 

令和 5 年 10 月 24 日 
委員 

  酒田市総合計画審議会 酒田市 
令和 3 年 8 月 26 日～ 

試問に係る調査及び

審議終了の日まで 

委員 

  酒田市総合計画審議会行財政部会 酒田市 任期の定めなし 部会長 

  酒田市総合計画審議会産業交流部会 酒田市 任期の定めなし 委員 

  遊佐町環境審議会 遊佐町 
令和 3 年 4 月 1 日～ 

令和 5 年 3 月 31 日 
委員 

武田真理子 社会福祉法人正覚会監事 社会福祉法人正覚会 
令和 3 年 6 月 14 日～ 
令和 5 年 6 月評議員会 

監事 

社会福祉法人酒田市あすなろ 

福祉会評議員 

社会福祉法人酒田市あ

すなろ福祉会 

令和 3 年 6 月 11 日～ 

令和 7 年 6 月評議員会 
評議員 

東北地方の中山間地域における高

齢者の日常的な交流・社会参加活

動の支援と就労的活動支援コー 

ディネーターの活用促進に関する 

調査研究 

特定非営利活動法人全

国コミュニティライフ

サポートセンター 

 

令和 3 年 7 月 21 日～ 

令和 4 年 3 月 31 日 
委員 

  山形県総合政策審議会 山形県 
令和 3 年 7 月 1 日～ 

令和 5 年 6 月 30 日 
委員 

  鶴岡市コミュニティ活性化推進委員 鶴岡市 
令和 3 年 7 月 1 日～ 

令和 5 年 6 月 30 日 
委員長 

  山形県産業構造審議会 山形県 
令和 3 年 9 月 1 日～ 

令和 5 年 8 月 31 日 
委員 

  
社会福祉法人鶴岡市社会福祉協議

会法人後見運営委員会 

社会福祉法人鶴岡市

社会福祉協議会 

令和 3 年 4 月 1 日～ 

令和 5 年 3 月 31 日 
委員 

梅木 仁 酒田市教育委員会研究指定校指導 酒田市教育委員会 令和 3年 6月 8日 講師 

温井 亨 宮城県文化財保護委員会松島部会 宮城県教育委員会 
令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 
委員 

  
東松島市特別名勝松島保護管理専

門委員会 
東松島市 

令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 5月 1日 
委員 

  庄内総合高校学校評議員 山形県教育委員会 
令和 3 年 5 月 12 日～ 

令和 4年 3月 31日 
評議員 

  
東ふ頭交流施設改修・運営事業 

事業者選定委員会 
山形県港湾事務所 

令和 3年 7月 2日～ 

令和 3年 8月 30日 
委員長 

  

「松ヶ岡開墾場蚕室活用整備体験

製作等業務」における委託事業者

選定委員会委員 

鶴岡市 
令和 3年 6月 8日～ 

令和 3年 7月 9日 
委員 

  
酒田港船場町緑地改修整備検討 

委員会 
山形県港湾事務所 

令和 3 年 12月 17 日～ 

令和 3年 3月 31日 
委員 

澤邉みさ子 
社会福祉法人名松会理事会 社会福祉法人名松会 

令和 3年 6月定時評

議員会～令和 5年 6

月定時評議員会 

理事 

吹浦荘苦情解決委員会 
障害者支援施設 

吹浦荘 

令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 
委員長 



氏名 業務内容等 依頼先 任期 役割 

澤邉みさ子 山形県公立大学法人評価委員会 山形県  
令和 3年 7月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 
委員 

  

  

酒田市立浜田小学校学校評議員会 酒田市教育委員会 
令和 3年 5月 1日～ 

令和 4年 3月 31日 
評議員 

社会福祉法人山形県社会福祉 

事業団評議員会 

社会福祉法人山形県

社会福祉事業団 

令和 3 年 6 月 28 日～ 

令和 7年度定時評議

員会終結時 

評議員 

山形県立酒田特別支援学校学校評

議員会 

酒田市社会福祉 

協議会 

令和 3 年 6 月 25 日～ 

令和 5年 6月 24日 
委員 

  山形県地方労働審議会委員 山形労働局 
令和 3 年 10 月 1 日～ 

令和 5年 9月 30日 
委員長 

  
鶴岡市社会福祉協議会歳末たすけ

あい募金配分委員 

社会福祉法人鶴岡市

社会福祉協議会 

令和 3 年 6 月 28 日～ 

令和 5年 6月定時評

議員会の終結の時 

副委 

員長 

呉 尚浩 庄内・社会基盤技術フォーラム 

運営委員 

庄内・社会基盤技術

フォーラム 

平成 18 年度より継

続、任期はなし 

運営 

委員 

NPO法人パートナーシップオフィ

ス理事 

NPO 法人パートナーシ

ップオフィス 

令和 3 年 6 月 23 日〜 

令和 5年 4月 30日

(平成 23年 2月 28

日から継続) 

理事 

出羽庄内公益の森づくりを考える

会 
山形県庄内総合支庁 

令和 3年度〜 

令和 4年度(平成 23

年度より継続) 

会長 

  

とびしま未来協議会 とびしま未来協議会 

令和 2 年 6 月 22 日〜 

令和 4年 5月 18日 

(平成 23 年度より継続) 

事務 

局長 

山形県海岸漂着物対策推進協議会

副会長 
山形県庄内総合支庁 

令和 2年度〜 

令和 3年度(平成 22

年度より継続) 

副会長 

  
やまがた緑環境税活用事業評価・

検証プロジェクトチーム会議 
山形県 

令和 2年度〜 

令和 3年度 

外部 

委員 

  
「飛島クリーンアップ作戦」実行

委員会委員 

「飛島クリーンアッ

プ作戦」実行委員会 

平成 14 年度より毎 

年度更新 
委員 

  
「三島交流会（佐渡島・粟島・ 

飛島）」実行委員会委員 

「三島交流会（佐渡

島・粟島・飛島）」

実行委員会 

平成 19 年度より 

毎年度更新 
委員 

  
美しいやまがたの海プラットフォ

ーム協働事務局 

美しいやまがたの海 

プラットフォーム 

平成 20 年度より 

毎年度更新 

協働事

務局 

  山形県動物愛護推進協議会委員 
山形県防災くらし 

安全部 

令和 3 年 1 月 27 日～ 

令和 5年 1月 26日 
副会長 

松田 憲 

酒田市の教育に関する事務の管理

及び執行状況に係る点検及び評価

に対する外部評価 

酒田市教育委員会 
令和 3年 4月 1日～ 

令和 4年 3月 31日 

外部評

価者 

  
第 73回山形県中学校・高等学校

英語弁論大会飽海地区予選会 

山形県英語教育研究

会飽海支部 
令和 3年 9月 14日 審査員 

渡辺 暁雄 
第 2回酒田市食育・地産地消推進 

委員会 
酒田市 令和 3年 2月 8日 委員長 



氏名 業務内容等 依頼先 任期 役割 

日比 眞一 山形県社会福祉協議会監事会 
山形県社会福祉 

協議会 
令和 3年 5月 21日 監事 

山形県立鶴岡高等学校(通信制)学

校評議員・学校関係者評価委員 
山形県教育委員会 

令和 3 年 5 月 12 日～

令和 4年 3月 31日 

学校評

議員・

学校関

係者評

価委員 
  

  
社会福祉法人山形県社会福祉事業

団経営改革評価検証委員 

社会福祉法人山形県社

会福祉事業団 

令和 3 年 12 月 1 日～ 

令和 5年 3月 31日 

経営改革

評価検証

委員 

松山 薫 酒田市景観審議会 酒田市 
令和 3 年 12月 20 日～ 

令和 5年 12月 19日 
委員 

斉藤 徹史 
ごみ処理施設長期包括運営業務委

託プロポーザル審査委員会 

酒田地区広域行政 

組合 
令和 3年 8月 18日 委員 

  グリーンバレー神室検討委員会 金山町 令和 3年 10月 22日 委員 

  酒田市公民連携推進検討委員会 酒田市 令和 3年 11月 26日 委員 

灰谷 和代 思恩園苦情解決第三者委員 社会福祉法人思恩会 
令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 

第三者

委員 

  

厚生労働省委託「保育所等におけ

る保育実践の充実に関する調査業

務」研究会 

三菱 UFJリサーチ＆

コンサルティング株

式会社 

令和 3 年 10月 13 日～ 

令和 4年 3月 31日 
委員 

  酒田市子ども・子育て会議 酒田市 
令和 3 年 11 月 7 日～ 

令和 5年 11月 6日 
委員 

  
庄内北部定住自立圏共生ビジョン

懇談会 
酒田市 令和 4年 1月～ 委員 

門松 秀樹 鶴岡市中央公民館運営審議会委員 鶴岡市中央公民館 
令和 3 年 8 月 22 日～ 

令和 5年 8月 21日 
委員 

  酒田市公文書等管理委員会 酒田市 
令和 3 年 12 月 1 日～ 

令和 7年 11月 30日 
委員 

  庄内町振興審議会 庄内町 
令和 4年 2月 1日～ 

令和 6年 1月 31日 
委員 

新名阿津子 
国立花山青少年自然の家令和 3年

度子ども地球探検隊実行委員会 

国立花山青少年自然

の家 

令和 4年 3月 31日 

まで 
委員 

  
静岡大学未来社会デザイン機構ア

ドバイザリーボード 
静岡大学 

令和 3年 4月 1日～ 

令和 5年 3月 31日 
委員 

樋口 恵佳 

第 22期山形海区漁業調整委員会

委員辞令交付式および第 406回山

形海区漁業調整委員会 

山形県 令和 3年 4月 28日 委員 

  
第 1回ダイバーシティ推進ネット

ワーク会議 

大学コンソーシアム

やまがた 
令和 3年 10月 23日 委員 

渡辺 伸子 
応用心理学会機関紙編集委員会 

会議 

応用心理学会機関紙

編集委員会 
令和 3年 6月 12日 委員 

  
遊佐高校の魅力化に係る地域連携

協議会 
遊佐町  令和 3年 12月 17日 

アドバ

イザー 

  山形県公私立高等学校協議会 山形県 
令和 4 年 1 月 17 日～ 

令和 6年 1月 16日 
委員 


